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プロジェクト概要 
本プロジェクトでは、誤り耐性をもつ大規模な分散型量子コンピュ

ータの実現に向け、量子コンピュータと量子通信の統合システムの

開発を目指します（図１）。このため、超伝導量子コンピュータチップ

を光ファイバー量子通信で接続する量子インターフェースを開発しま

す（図２）。量子メモリとオプトメカニカル結晶をコア技術とし、ダイヤ

モンド成長、ダイヤモンドナノ加工から 3 次元実装まで一貫して開発

します。 

 
図１．量子コンピュータ（QC）と量子通信（QC）の統合 

 

２０３０年までのマイルストーン 
ハイブリッド量子インターフェースと大容量量子メモリの実現によ

り、誤り訂正可能な規模のネットワーク接続を実現します（図１）。 

２０２５年までのマイルストーン 
誤り訂正に必要な規模まで量子ビット数の拡張が可能であること

示すため、ハイブリッド量子インターフェースを用いた量子コンピュー
タ間の量子通信による接続を実現します（図２）。 

研究開発体制（2024 年 4 月時点） 
下記の研究開発テーマ構成とメンバー構成（図３）になっています。 

 
 
 
 

 
 

図３．ダイヤモンド量子インターフェースのモノ作りチーム 
図２．量子コンピュータ間の光ファイバー量子通信 


